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高原洪積畑地帯における圃場利用形態と土壌侵食特性
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1 は じめ に

長良川の源流部には、高原高冷地の立地条件 を活か し

て夏 大根 の偵 斜 畑が 広 が って い る。 これ らの傾 斜 畑 か ら、

主に 夏 期 に おけ る強 い降雨 で貴 重 な 土襲 が流 亡 す るよ う

な事態 が続 い て い る。 これ まで 、 流亡 した 土 壌 は で き る

限り地 区内 に とど め圃場 へ還 元 す る営 農 努 力 が払 われ て

きた が 、土壌 が硬 基 盤 を伴 う洪積 火 山灰 か らな り細 粒質

であ るた め 、 クロ ボ ク土 と同 様 に地 区 外 へ の流 出 を避 け

られ な い現状 に あ る（松 本 ，19 9 2）。そ の た め長 良川 の 水質

汚濁 の 疑 念 を招 き、早 急 な 防 止対 策 が 求 め られ て い る。

岐阜大学農学部

近 年 の 自然 環境 保全 に対 す る要 求は きわめて 厳 し くな っ

てきて お り、 この よ うな 事態 を もはや 放 置 で きな い状 況

に至 った。河川環境 を保全 しなが ら持続的な畑作農業を

確立 するためには、効果的 な土壌保全対策を解 明す るこ

とが きわめ て急 務 に な っ て い る。

本研究においては、広範 に夏大根の栽培 が行われてい

る高原洪積畑の利用形態 を通 して土壌の流亡源や流出経

路を解 明 す る と と もに土 壌 保 全 の 課題 を検 討 した。

キーワー ド：洪積火山灰土、傾斜畑、畝立て様式、土壌侵食、土壌保全
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2 対象地域の概況と調査方法

1．地域概況

対象地域は、漂高 1 ，700 m 級の峰 に囲 まれた800～ 1 ，00

0 m の な だ らか な 高 原 に 位 置 し、 地 質 的 に は 白山 火 山 起

源の新規安山岩頬 （第四紀洪積世）に覆われている （高

鷲村史編集委員会， 1986 ）。 固結 した褐色火山灰 の中に

転石状 に火山礫 を挟在す る。代表的な表層土の粒径組成

は砂分 53％、 シル ト分 26‡、粘土分 2川であ り、比重 は2・6

4 ～2 ．74 （35 試料） であ る。

夏は冷涼多雨、冬 は寒気が厳 しく12 ～ 3 月 は根雪 に覆

われ、年平均気温 は11 ．5℃ と低 い。第 2 次大戦後の入植

開拓 を契轢 として、1970年 か ら始 まった県営農地開発事

業を 口火 に団体営農地造成、最近 では、公社営畜産基地

建設事 業 と続 き、 これ ら に農 家 の 自力 開墾 が加 わ って 現

在の 夏 大 根 を 中 心 と した 傾 斜 畑 地 帯 へ と 変 貌 して きた

（高鷲村史編集委員会，1986）。

3 0年間 の降 水 記 掛 こよ る と、 降 水量 は 、 平均 3 ，300皿m 、

多雨年には4 ，40 0mm 、少 雨年 には2 ，500mm と年変動が激 し

い。 月別 の降 水 分 布 で は 6 ～ 9 月 に ま と ま った降 水 があ

り、 50mm／h 前 後の強度 の大 きい降雨が夏大根 の栽 培全

期間 に わ た って 観 測 され て い る。

2 ．調査方法

対象地域の中か ら渓流 汚濁が顧 著にみ られ る約 160h a

の流域を調査地域 に選定 した。土地利用 と侵食状況 を概

査した後、現地調査にあたっては、畝立様式、排 水処理

方法 、 土 筆侵 食 の 状 況 を 詳細 に追 跡 す る こ と と した 。 ま

た、畝の方向 と組合わせを知 るには、現地調査では限界

が あ った た め 、 全 長 1 ．6 m 、 翼 長2 ．15 m の ラ ジ コ ソ飛行

機 を用 いて 、擁 体 内部 に オ ー トフ ォー カ ス の 3 5皿m カ メ ラ

を積載 し調査地域 の上空 を高度 10 0～500m で 飛行 させな

が ら、 リモ コ ソ操 作 に よ って 夏期 と秋 期 の航 空 写 真 を撮

影 した （五十崎 ら， 1976） 。 さ らに、土葬 流亡量 を概算

す るため、栽培末期 にあた る10 月 下旬、調 査地域で発生

した土壌侵食の痕跡 を一斉 に追跡 して横断面規模 を実測

主
勾
配
（
0
）
畝
勾
配
（
●
）
こ

1

●
巴
とP－月【
ぎ
9耳
。
屋

－鼻

F ig ．1

した 。

3 圃場の利用形態

1 ．土地利用状況

調 査地域の土地利用 は、大板畑が52h a、飼料用採草

地が30 ha 、裸地 2 h a、 荒地 1 h a、残 りの69h a が林地や

住宅 、道路などである。調査地域 に含まれ る大根畑はほ

とん ど傾 斜 畑 で あ り、 圃 場 も不 整 形 な もの が 多 い。 圃 場

境界や法面で侵食 の痕跡がみ られた。草地 と荒地 では、

密生 した牧草や雑草 によって土壌面が保護 され、侵食の

痕跡は観察 されなかった。一部 、隣接 した林地 を農家が

自力 開墾 し裸 地状 態 で放 置 して い るた め 、 樹枝 状 に ガ リ

侵食 注が 派 生 し多 量 の表 土 が 流 亡 して い る痕 跡 が 目立 っ

た。

圃場 の利用形態 と土壌侵食の関係を明らかにす るため、

以下では大限畑を対象と して分析 を行 った。

2 ．圃場形態

調 査 地 域 に含 まれ る187筆 の 大 根 畑 を 対 象 と して各 圃

場の造成形態 を調べ るために、圃場 の斜面長 と勾配を調

べた。 縮尺 1 ：2 ，500 の地 形 図を も とに各 圃 場 につ い て主

要な地形面 を探 し、その主傾斜方向に向かって斜面の長

さ （以 下、斜 面 長 と呼 ぶ ） 、上 下端 の標 高差 を 読 み と り、

斜面長 と標高差 から平均勾配 （勾配 と呼 ぷ） を求 めた。

その結 果 を 図 － 1 に（⊃で 整理 した 。

図 一 1 か らわ か る よ うに 、斜 面 長 は ほ とん ど の圃 場 が

3 0 ～ 10 0 m に分 布 して い る。 斜 面 長 100 m を超 え る餌 場 は

少な く、 全 体 の 6 ％で あ り、 最 も長 い もの で も1 5 0 m 程 度

であ る。 勾配 に つ い て は 、 ほ とん ど の 圃場 が 2 ～ 7 0に

集中 して お り、 7 0以 上 の 圃場 は 全 体 の 4 ％、 最 高 で も

9 0程 度 で あ る。

各圃場 の上限を結 ぶと、相対 的に右下 がりの破線以下

に分 布 す る傾 向 が あ る。 急 傾斜 に な る と斜 面 長 を短 く抑

え、 逆 に緩 傾 斜 に な る と斜 面 長 が長 くな って も支 障 の な

い よ う に造 成 され て い る こと が 分 か る 。 斜 面 長 が 1 00 m

斜面長（○） 畝長（●）－l－
9 0pe 1月 g 血 0 ，山on g Fu∬OW S ●

図 － 1 造成形態と畝形態
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図－ 2 畝立て方向と土壌侵食の発生状況
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を超 え る圃 場 で は勾 配 が す べ て 5 0以 下 で あ る。 ちな み

に斜面長 と勾配 の平均値はそれぞれ60m と4 ．50で あった。

3 ．畝立ての形態

航空写真を もとに各圃場 の畝立 て方向を調べ図－ 2 に

整理 した。矢印の方向が畝 の傾斜方向である。圃場の境

界方 向に沿 ってい るものが多い。大半の圃場で耕起や畝

立てなどの作業性を考慮 して、圃場の境界 方向に沿 った

畝立 て が行 われ て い る。

畝 立 て形 態 を 分 摂 す る と、 まず 全 て の畝 を 同一 方 向 に

等間隔で立 てた圃場 が全圃場の 6 割、次いで圃場 の上、

下流端に畝方向 と直角方向に 2 ～ 3 本の枕畝 を立 てた圃

場が多 く、上流側 が全国場の 2 割、下流側 で畝 を立てた

圃場が 1 割 であった。枕畝の形態 をとる圃場 は、圃場の

上部 か下 部 が 法面 に な って お り、 法 面 か らの排 水 が圃場

に流 入 L ない よ う排 除 した り、 餌 場 か らの 排水 が直 接 法

面に流入 しな い よ う工 夫 して い る。 また 、 畝立 て時 の ト

ラ ク ター の 転 回部 を あて て い る。

その他 に畝の方 向を傾斜に合 わせてほぼ等高線方向に

した り、 途 中 か ら方 向を 変 え た り、 畝 を途 中 で切 り欠 い

た圃場 もみ られ た。 畝 立 て 作業 に労 力 を 要 す る が 、 この

ような畝立ては、－一部の農家が排水や土壌 侵食 に特 に注

意を払 って い る こと を実 証 して い る。

圃場の畝立て形態 を分析するために、圃場の畝 方向を

記入 した地形図か ら、畝方向の斜面長 （以下、畝長 と呼

ぷ） と標 高 差 を 求 め 、平 均 勾配 を計 算 して 図 一 1 に あわ

せて●で示 した。大半の圃場 の畝は、勾配 5 ロ以下、畝

長 が 20 ～ 8 0 m に抑 え られ て い る こ とが わ か る。 ま た、 実

線 で示 した よ うに 、勾 配 が大 き くな る につ れ て 徐 々 に畝

を短 くす る傾 向 が 認 め られ る。造 成形 態 と比 較 対 照 す る

と、 国中 に例 示 した よ うに圃 場 の傾 斜 と斜 面 長 は 、畝 立

て に よ って大 き く緩 和 して利 用 され て い る こ とがわ か る。

ちなみに、全問場 の畝方向の勾配 と畝長 の平均値は、そ

れ ぞ れ 5 0 m と 2 8 で あ る。

畝 立 て が圃 場 の形 状 に よって 長 辺 と短 辺 の ど ち らの 方

向 に選択 された の か 、そ の傾 向 を畝 方 向 の斜 面 長 と畝 の

直 角 方 向 の斜 面 長 の 関係 か ら調 べ てみ る と、調 査 地 域 の

圃場 は短辺方向 に沿 った畝立てが全圃場の 6 割 、長辺方

向 が ほぼ 4 割 で あ った （長短 辺 方 向 が同 じ圃場 は 3 ％） 。

また、長辺方 向に 100m 以 上に及ぶ閲場 は、全ての圃場

で短 辺方 向 に畝 を立 てて い るこ とがわ か った 。す な わ ち、

農家は圃場の境界方 向の中か ら、斜面長 が100m 以上 に

な らな い よ うに 畝 長 を抑 え て い る とい え る○

次に、圃場の形態 と畝立て方向の関係 を調べ るために、

図－ 3 の ように長辺方 向の畝立て （● ）、短辺方 向の畝

立て （○ ）、両方向同 じ場合 （▲）に区別 して、横軸に

畝方向の勾配、縦軸に畝の直角方 向の勾配をとって各圃

場の分布を調べた。模式図のよ うに、畝方向の勾配が畝

直角 方 向の 勾配 よ り大 きい 圃場 は長 辺 、 短辺 い ずれ か の

方向 か ら、 傾斜 の強 い 方 向 を選 んだ こ と にな り、そ の 逆

の場 合 は傾 斜 の緩 い方 向 を選 ん だ こ とに な る。

畝 を形 態 別 に分 析 す る と、 図 一 3 に示 した割 合 の とお

りで あ り、 結果 的 に傾 斜 を 強 い方 向へ 選 んだ 圃場 は全 圃

場のほぼ 3 割、傾斜を緩い方向へ選 んだ圃場は 7 割 弱で、

最も多 い こ とが わ か る。

畝立て形態は土壌流亡を左右す る重要 な要因である。

圃場に降 った雨 は畝問を流れ、圃場の畝立てが急 にな る

ほど畝 間 の 土壌 が流 亡 しや す い。 逆 に緩 くな る ほ ど流 速

が抑 え られ 畝間 の 土筆 は 流亡 しに くい 。 しか し、畝 聞 か

らの排 水 が 圃場 境 界 に至 ると 直角 方 向 に急 勾配 で流 れ る

ため次第 に集 まった排水の流速 が増 し、圃場境 界に沿 っ

てガ リ状 の侵食 を起 こ しや す くな る。 調 査 地域 の 圃場 は 、

畝間の土壌保全にかなっている反面、圃場の境 界に侵食

を招 きや す い畝 立 て形 態 が 多 い と い え よ う。

4 ．流未処理の形態

圃場 の流末排水処理 の状況を調査 した結果、畝聞 から

法面や園内管理 道などの側溝に直接排水 した り、排水韓

や枕畝などを利用 して導水 し、道路 （農道）側幕や渓流、

法面 に排 水 す る もの に大 別 で き る。 園 内 の側 滞 は 、畝 と

ほぼ直角方 向に圃場下部 に設け られた管理や作業用 の道

路など に沿 って 畝 聞 か らの排 水 が 集 ま りなが ら流 れ る水

路で あ り、全 圃 場 の半 数 が この 排 水方 法 を採 って い る。

枕畝や開場 の下流端 に排水溝を作 り、畝聞か らの排水

を集めて流 して いる圃場 は、全体の 3 割 強 に及 び、畝聞

から法 面 に直 接 排 水 が流 れな い よ うに して い る。 圃場 内

の排水溝で集め られた排水が流末の法面 に流 された場合 、

大規 模 な 法 面侵 食 につ な が る。 圃 場 の 中 に は、 法 面 に ト

タ ンや 樋 な ど で シ ュー ト水路 を作 り保護 して い る事 例 が

あり、 農 家 の 土壌 侵 食 に 対す る工 夫 が み られ た。

また、下部に法面を もつ圃場 の中には、法面 に直接排

水して い る もの も多 く、 全体 の 2 割 強 に及 ん で い る。 法

面に直 接 排 水 して い る圃 場 で ほ ビニー ル シー トで法 肩 を

覆った り、 丸 太 で保 護 して い る 事例 が み られ た 。

林地 に隣接 した圃場 は、林内へ直接放流を行 っている

場合が多 く、全体の約 3 割に及ぶ。土壌 が渓流に流 入す

る前に林床の腐植層や低草木に よってろ過 され、土壌流

出 を緩 和 す る働 きが あ る。 林 内 放 流 に よる排 水 処 理 は 、

結果的に土壌 の流出抑制 につなが り、再評価すべ き優 れ

た二「 其 の 1 つ で あ る。
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4 土壌侵食状況

1 ．土壌侵食の形態

土壌 侵食状況を調査 した結果、圃場 の畝間に及 んで侵
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面が侵 食 され た痕 跡 を もつ もの に大 別 で き、法 面 侵食 は 、

さらに 2 つ に分 け る こ とが で き る。 1 つ は 、法 面 が筋 状
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1 ケ所 に 放流 され て で きた洗 掘 痕 跡 （タイ プⅠⅠⅠ） で あ る。
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境界に沿 って発生 している場合が多 く、排水が畝間の下

流側 に集 ま り、 ガ リが発 生 した こ とがわ か る。 一 連 の ガ

リ侵食 は、調査地域内の43 カ所 に わた ってみ られた。

タイプⅠⅠの法面侵食 は、排水が畝聞か ら直接、法面 に

放流 された場合 と、弾丸暗渠の排 水口か ら浸透水 が流れ

出て侵食 された場 合がある。弾丸 暗渠は、圃場排水のた

めに 、約 1 ～ 2 m 間 隔 で 施 され た もの で あ る。 この タイ

プの侵食痕跡は 9 カ所 で み られた。

タイプIIIの法面侵食は、畝の途 中や流末に枕畝や排水

溝を設け、集め られた排水がそれ らの流末端から法面 に

排水 され る形 態 を とって い る。 この タ イ プの侵 食 痕跡 は

1 4 ヵ所 で み られ た。

侵食 形 態 別 に畝 立 て形 態 との関 係 をみ る と、 まず 、 タ

イプ Ⅰの ガ リは 、複 数 の 圃 場 か ら排 水 が 合 流 して 流 れ込

んで起 きた もの が あ るが 、 畝 を長 辺 方 向 に 立て て い る圃

場が 4 割、短 辺方向が 6 割、また畝 を急傾斜方向 に立 て

た圃場が 3 割、巌憤斜方向は 7 割 であ った。斜面長につ

いて み る と、 侵 食 の 起 きた圃 場 の 大半 は 長辺 が50 m 以 上

の圃場 で あ る。す な わ ち、 この タ イ プの ガ リ侵 食 は 、斜

面の大 きな 圃場 あ る いは 複 数 の圃 場 か ら多 量 の排 水 が流

れ込 んだ り、 ま た は緩 債 斜 方 向 の畝 聞 か ら急 勾 配 方 向 に

排水 が流 れ た場 合 に よ く起 きて い る。

タイプ ⅠⅠの法面侵食の痕跡は、圃場に降った雨が畝間

を通 って 、 直接 法 面 に排 水 され た場 合 に 該 当 して お り、

法面 に植生の活着 が見 られない。畝を長辺 方向に立てた

圃場 が 3 割、短辺方 向が 7 割、また畝を急傾斜方向に立

てた圃場 が 7 割 、緩傾斜方向が 3 割 であった。すなわち、

畝を短辺方向または急傾斜方向に立て迅速 な排水が強 く

意識 され て い る こと がわ か る。

タイプ ⅠⅠⅠの法 面 侵 食 は，、 圃場 の流 末端 か ら法 面 の 1 カ

所に排 水 され る場 合 にあ た り、 タ イ プ Ⅰと同様 の 傾 向 を

示し、圃場の多 くは短辺方向で緩傾斜方向に畝を立てて

いる。 多 量 の排 水 が 1 カ所 か ら法 面 に 流 れ込 んだ た めで

ある 。

2 ．土壌流亡量 の概算

調査地域内における土壌流亡量 の概略を知るために、

侵食 痕 跡 を実 測 して その 体 積 か ら推 測 す る こと と した。

計算にあた っては、 1 連の侵食痕跡 について侵食規模 が

ほぼ一 様 か 、 は ぼ連 続 的 に変化 してい る と思 われ る部分

に分 け、 そ れ ぞ れ に対 して 、 そ の 上流 端 か ら下 流 端 まで

3 ～ 4 カ所 （最大間隔 10m 以内） について、ほぼ等間隔

に代表的 な侵食横 断面 の幅 （矩形 で近似で きない場合、

上幅 と底 幅 ） と深 さを計 測 し、 これ らの 平 均値 に延 長 を

乗じて体 積 を求 め た。 な お、 ガ リ侵 食 の 中 に は、 農 家 の

掘削 した 排 水 溝 が ガ リ状 に侵 食 され た もの も見 られ、掘

削部分を控除 して計算 した。裸地 圃場の樹枝状 の侵食痕

跡に対 しては、斜面 のほぼ傾斜方向に10m 間隔に基準線

を設 け、基準線 と交差す る侵食揖断面形 を実測 し、横断

面横に支配延長 を横和 して体積 を求めた。これ らの一連

の計算方法では、細部 に及ぶ土壌流亡量 は期待で きない

が、ほぼ同 じ程度 の精度で広域 にわた る土筆流亡の実感

や場 所 的 な 特性 を抽 出 す る こと がで き、取 り急 ぎ、 土壌

流亡量 の数 量的 な オー ダー を把 握 す る こ とがで き る と判

断した。

土壌侵食の形態別に土壌流亡量 を試 算 してみ ると、 タ

イプ Ⅰの ガ リ侵 食 は土 筆 流 亡 量 が196 m 3とな り、 タ イ プ

ⅠⅠの法面侵食は 10m 3、 タ イ プ ⅠⅠⅠの法面侵食は2 2m 3で あ

り、総計 228m 3に及 んでい る。 ガ リ侵食 は全流亡 土壌量

の9 割 弱を占め、法面侵食 は、それぞれ1割 に満 たない

程度で ある。 これらの数値 は年間 の一連 降雨で流亡 した

量ではないが、圃場面のガ リ発達 の降雨 に対す る免疫性

（松 本 ら、 19 7 8） 、 さ らに年間 サイ クル の圃 場面 の耕起 ・

砕土 を考慮す ると、ガ リ侵食 に伴 う流亡 は、ほぼ 1 栽 培

期間 に おけ る もの と考 えて よ い。 山 方 で 、法 面 侵 食 は経

年的 に累 積 す る傾 向を もつ の で 同期 間 を とる とや や過 大

評価 に な る可能 性 があ る こと を付 記 して お きた い 。 実際

には計 測 で きな い商 状 の 土壌 侵 食 を含 め ると、 一 層 多量

の土 壌 が 流 亡 して い るが 、 ガ リ侵 食 に よ る土 壌 流 亡量 が

ほぼ 9 割 を 占 め て お り、 土壌 流 亡 の主 要 な供 給 源 で あ る

こと がわ か った。

最 後 に 、 水 系 別 土 地 利 用 に 注 目 して 1 h aあ た りの単

位土壌流亡量を計算 し、表－ 1 に整理 した。開墾直後 の

裸地 が 含 まれ るた め 流域 4 の土 壌流 亡 量 が ひ ときわ 多 い。

裸地状態で放置 された圃場が流亡土壌 の主要な供給源 に

なっている。単位土壌流亡量 と土地利用の関係をみ ると、

例外 も少 な くな い が、 流域 に含 まれ る畑地 と裸 他 の割 合

が高 い ほ ど土：襲流 亡 が 多 い傾 向 に あ る こ とがわ か る。

表 － 1 流域土地利用 からみた単位土壌流亡量

Ta b le l  U n i t  S o i l L o s s  e v e r y  D r a i n a g e  A r e a  f r o m

T e st  F i e l d s

流 域 圃 場 面 積 畑 地 ： 裸 地 畑 ・裸 地 単 位 流 亡 土

N o ． （h a ） （h a ） 】 （h a ）

C r o p ： B a r e

割 合 （％ ） 量 （m 3／h a ）

A r e a F i e l d s R a t io U n i t lo s s

1 1 6 ．6 1 2 ．3 0 ．0 7 4 5 ．9

2 2 6 ．6 2 2 ．3 0 ．5 8 6 3 ．4

3 1 ．6 0 ．0 0 ．0 0 0 ．0

4 3 ．6 0 ．9 0 ．5 3 8 1 6 ．6

5 5 ．2 4 ．1 0 ．0 7 9

6 1 2 ．8 8 ．1 0 ，8 6 9 0 ．4

7 1 5 ．4 3 ．0 0 ．6 2 4 1 ．0

8 2 ．4 0 ．0 0 ．0 0 0 ．0

9 1 ．2 1 ．2 0 ．0 9 7 3 ．3

計 （平 均 ） 85 ．4 5 1 ．9 2 ．4 6 4 2 ．7
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5 土壌保全の課題

調査 の結果から、主要 な土襲保全上 の課題を整理す る

と、 次 の と お り で あ る

（1）圃場形態に関 しては、相対的に憤斜が強 く、不整形

な蘭場 が 多い 。農 家 は畝 を立 て る こ とに よ って悌 斜 を緩

和し、 畝 の長 さを調 節 して利 用 して い る が、 不 整形 であ

るた め に 、作 業 性 を犠牲 に せ ざ るを 得 な い。 また 、作 業

性や排水を優先 した場合には、土壌侵食 を助長す るよ う

な畝 立 て に な る こと も少 な くない 。 作 業性 や 排 水面 か ら

保全性の高い畝立てや圃場 の利用方式を誘導す るよう圃

場形 態 を整 え る こと が重 要 で あ る。

（2）畑 面の利用については、収穫 を優先す る余 り畑面 が

全面にわたって植栽 に供 され るため、圃場 の周辺に草生

帯の よ うな土 砂 を 滞留 させ る場 所 が とれ な い。 畝 間 の排

水が圃 場 の境 界 に 集 ま りガ リ侵食 を誘 発 した り、 一 部 で

は、畝間や流末部か ら直接 、法面 に排水 して法面侵食を

招いて いる。堅固な排水路が整っていれは、畝間 を排水

路に直 結 して安 全 に排 水 を 導 く こと がで き るが、 土 羽 の

排水溝 では、畝間を伝 って ガ リ状 の侵食が波及す る恐れ

があ る。 畝 間 の流 末 に は、 で き る限 り草 生 帯 や緩 や かな

堆砂 帯 を確 保 した い 。 さ ら に、畝 の な い裸 地 に お いて は

ガ リが樹枝状に発達 し多量 の表土が流亡 してい る。畑面

に広がるガ リ侵食は農地 の生産力を低下 させ、耕作放棄

にい た る危 険 性 を も って お り、 早急 に対 処 す べ き重 要 な

問題 で あ る。 また 、 畝 を立 て るだ け で も土 壌 侵食 の抑 制

には大 き く役立 って い る こ と を強 調 したい 。

（3）土層構造に関 しては、下層に不適水性の硬基盤 が広

がり、 雨水 が 浸透 しに くい た めに 表 土 が飽 和 しや す く流

れや す い特 性 が あ る。 さ ら に、 表 土 が薄 く、 微細 な塊 状

粒子 の ま ま流 亡す る傾 向 が あ る。 相対 的 に沈 降 しやす い

土壌であるため、流出を抑制す るには分散的に土砂溜を

配置するのが有効であるが、土壌分析 の結果か ら耕作履

歴や肥培管理等によって沈澱凝集の遅れ る土壌に変質す

る特性 （H ．F re n k e l， 19 8 9 ） を も っ て い る こと が わ か っ

た（詳 細 は別稿 ） 。 基 本的 に流 亡 が始 ま るの を遅 らせ る

土居改 良が必要で ある。雨水浸透を促進 し、土壌 が飽和

しに くい よ う心 土 破砕 や深 耕 を行 った り、 暗 渠 を敷 設 す

る必 要 が あ る。

（4）土壌構造の面か ら構造劣化が機械化単作農業につき

もの で あ る。 い きお い 、排 水 が 重視 され た り、作 業 性 が

優先 さ れ、 表 土 を心 土 か ら補 う心 土耕 作 に移 行 しが ちで

ある。連作障害対策を含めた長期的な視点か ら輪作体系

を導入 し、 有機 質 肥料 に よ る肥培 管 〕聖を行 い な が ら土壌

構造 の改 善 に つ なげ る必 要 が あ る。 ただ し、 今後 の肥培

管理 方 法 を検討 す る ことが 早 急 に 求 め られ る。

（5）現状 の圃場利用形態の もとでは、土壌保全上、基本

的に限界がある。圃場整備 や農林地 の一体 整備 を行 い、

圃場形態の再編整備を行 うとともに、保全管理 を容易に

するよ う道路 を舗 装 した り、 換地 処 分 を活 用 して分 散 錯

圃の解消を図る必要がある。 今後 、保全性の高い圃場 の

形態 と保 全管 理 様式 を 明 らか に す る必 要 が あ り、 一層 の

実態調査や現地試験 を継続 して圃場形態や肥培管理 と土

壌侵 食 の関 係 を解 明す る こ と が求 め られ る。
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